
ｌ 学 部 （ 第 １ ・ ２ 部 ） ノ
い ぼ 斗 今 龍 恥 漆 -

〔Ｉ〕次の地図投影法に関する文の（１）～（１５）に入れるのに最も適当な語
句を，下の語群から選び，その記号をマークしなさい。

（Ａ）右の２図は，上段が（１）図法，

下段が（２）図法でそれぞれ描かれ

た，（８）中心の図であるが。今一

つ別の（４）図法とともに，これら

は（５）図法として一括される。そ

の理由は，地図の中心点から各地点へ

の（５）が正しく表現されるからで

あ る 。 な お ， こ の 一 群 の 図 法 で は （ ８ ） 中 心 の 図 の 場 合 ， （ ６ ） は 直 線 ，

（７）は同心円で表される。

叫 （ ８ ） 図 法 の 世 界 図 に 基

づいて，右のように描かれた

束京-サｙフランシスコ間の

２本の航路のうち，大圏航路

でない他の１本は（９）航

路と呼ぼれる。その命名の由
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来は，その航路が（６）および（７）と交わる角度が絶えず一定している

ことにあり，また，（８）図法では（９：；ｙ航路は直線で表現される特色を

もっている。したがって（８）図ｉｇｌは（１０）図法とも呼ばれる。

（り）右に示した（ｎ）図法は

単独でも用いられるが，その

ほ；６ヽ（１２）図法という点で

共通性のある（１８）図法と

上下を接合させることによっ

て，形のよい（１４）図法を

描く際にも用いられる。なお，後者の場合，（１１）図法が分担するｇ！）は，緯

度４０°４４’よりも（１５）の部分である。
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（ウ）方位

剛 低 緯 度

朗 高 緯 度

（ソ）多面体

例 ポ ｙ ヌ

叫 サ ｙ ソ ｙ

（タ）メルカトル

㈲ノｙｙメノレ

（タ）モ身ワイデ

（ト）ａＱ，ッケルト

（ヌ）ダード（ホモロサイｙ）
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経済学部（第１・２部）け□だ旧

〔Ｉ〕次の倒～（Ｊ）の問に最も適当なものを各問の（ア）～岡から一つずつ選び，その記号
をマークしなさい。

（Ａ）日本の一般図は縮尺によって幾つかの種類に分けられるが，縮尺の大きいも

のから小さいものの順に，左から右へ正しく並べてあるものはどれか。

（ア）地勢図一国土基本図一地形図印国土基本図一地形図一地勢図

（ウ）地形図一国土基本図一地勢図倒地勢図一地形図一国土基本図

ＣＢ〉次の日本の地図のうち隣接する図幅のｊｌ乏示範囲が一部重なるものはどれか。

（ ア ） 地 形 図 （ イ ） 地 勢 図 （ ウ ） 国 土 基 本 図 ㈲ 海 図

（Ｃ）わが国で昭和８５年までの地形図に使用されていた投影法は次のいずれか。

（ア）多面体図法（イ）横メルカトル図法（ウ）縦メルカトル図法

叫ュ＝バーサル横メルカトル図法

（Ｄ）次に示す四つの短文のうち，一つに誤りがある。それはどれか。

Ｃア）５万分の１地図の収容面積は２万５千分の１地図の４倍である。

（イ）地形図一葉の収容面積は，どの図幅も変わらない。

（ウ）山脈の全容を概観するには，１００ｍ程度の間隔の等高線がふさわしい。

倒平野の微地形を表現するには，等高線間隔５０ｃｍ程度の地図が望ましい。

叫次に示す四つの短文のうち，̶っに誤りがある。それはどれか。

（ア）海図に使われる地図投影法は，メルカトル図法である。

（イ）地図は軍用目的で作成されたことがある。

（ウ）統計地図は，統計資料を地図上に記号や色で表したものである。

国日本では，地形図・地質図は建設省国土地理院が，海図は運輸省海上保安

庁水路部が作成を担当している。

（Ｆ）日本の水準点に最も関連のある事項は次のどれか。
（ア）東京湾平均海面（イ）電磁波測距儀（ウ）水平角の観測

（＝ｘ９経緯度原点

㈲水準点の測量は，二地点間の比高を水準儀（水平に遠方まで見ることができ
る器具）と標尺（長さ５００ｃｍの物差し）によって求めていくものである。第１図

のａ，ｂ，ｃは水準儀を置く位置を，地点Ａ，Ｃ，Ｄ，Ｂ上の垂直線分は標尺

を立てる位置を描いている。さて，地点Ａの標高が既知で，地点Ｂの標高を求

める際に中継ぎ点，Ｃ，Ｄを必要とし，かつ１台の水準儀と１本の標尺で測量

（１９７）
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し よ うとする場合，水準儀，標尺は次のどの順序で動かせぼ良いか。ただし水

準儀はａに，標尺はＡにまず，置かれているものとする。

（ア）Ａ→Ｃ，ａ→ｂ，Ｃ→Ｄ，ｂ-・・ｃ，Ｄ→Ｂ

（イ）ａ４ｂ，Ａ４Ｃ，Ｃ４Ｄ，ｂ-タ・ｃ，Ｄ４Ｂ

（ウ）Ａ４Ｃ，ａ４ｂ，ｂ４ｃ，Ｃ４Ｄ，Ｄ→Ｂ

倒 ａ → ｂ ， Ａ ４ Ｃ ， ｂ → ｃ ， Ｃ ４ Ｄ ， Ｄ ４ Ｂ

倒第１図において，たとえば地点Ａに立てた標尺の３５０ｃｍの位置と地点Ｃに

立てた標尺の１２０ｃｍの位置とは同一の水準面（標高）にある。地点Ａの標高を

４．６７ｍとすると，最終地点Ｂの標高は次のいずれか。

（ ア ） ６ ． ４ ７ ｍ （ イ ） ６ ｊ ７ ｍ （ ウ ） ６ ｊ ７ ｍ 岡 ７ ． ０ ７ ｍ

（Ｉ）第２図に示した太い実線のうち，谷線を正しく描いたものはどれか。

（Ｊ）第８図に示した太い実線のうち，尾根線を正しく描いたものはどれか。

標 高 ４ ． ６ ７ ｍ -

第１図 水準測量（標尺の読み値の単位はｃｍ）

第２図谷線

ア

ウ

第３図尾根線

（１９８）
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